
高等学校理科（科学と人間生活）学習指導案 

 

学 校 名：埼玉県立大宮工業高等学校 
対象クラス：建築科 １年６組（４１名） 
実 施 日：平成２６年５月２９日（木） 第１時限（８：５０～９：４０） 
使用教室：教室        授業者：大嶋 純司       
使用教科書：科学と人間生活（第一学習社） 
 

1.単元名 第２編 人間生活の中の科学  １章 物質の科学  第一節 材料とその利用 

2.単元の目標 

・身の周りにあるプラスチックについて原料や性質・特徴について理解する。 

・プラスチックは原子で出来ていることを理解し，原子の構造，共有結合とその種類を理解

することができる。 

・分子を構造式や分子式で表すことができる。 

・プラスチックは，性質によって熱可塑性樹脂と熱硬化性樹脂に大別されることを判断でき

る。 

・プラスチックの性質と用途について，実験・観察などを通して科学的な思考ができる。 

・金属結合とそれに基づく金属の性質について理解する。 

・主な金属の種類とその性質について，実験・観察を通して科学的な思考ができる。 

・プラスチック，金属の利用方法に関心を抱き，また再利用の必要性について科学的に認識す

る態度を身に付ける。 

3.内容及び配
当時間 

１章 物質の科学 第一節 材料とその利用 
 
１ プラスチックと人間生活         １時間 
２ 物質を構成する粒子            ２時間 
３ プラスチックの化学構造        ２時間 
４ 金属と人間生活               １時間（本時は６時限目） 
５ 金属の性質・種類           ２時間 

4.単元の指導
観 

中学校では，第１分野「 身の回りの物質」で，金属と非金属の違いや代表的なプラスチック
の性質と用途について学習している。高校では材料の性質はもとより、物質を構成している

粒子や化学構造まで学んでゆく。本単元では，日常生活と関係の深い材料の中から再びプラ

スチックと金属を取り上げ，代表的な物質の性質や用途及びその化学的構造，また構造の違

いが材料の性質に及ぼす影響などを観察，実験などを通してより深く学ぶ。 
 



5.大項目と単元の評価規準 

 関心・意欲・態度 思考・判断・表現 観察・実験の技能 知識・理解 

１
章 

物
質
の
科
学
の
評
価
規
準 

 

人間生活とかかわりの深

い身の回りの物質（プラ

スチック，金属，衣料，

食品等）に関心を持ち，

意欲的にそれらを探求し

ようとする。 

人間生活とかかわりの深

い身の回りの物質の中に

問題を見出し，観察，実

験，調査などを行うとと

もに，実証的，論理的に

考察し研究する過程をと

おして問題を解決し，事

実に基づいて科学的に判

断，表現できる。 

人間生活とかかわりの深

い身の回りの物質につい

て，観察，実験，調査な

どの技術を学び習得する

とともに，科学的に探究

する方法を身に付け，観

察，実験，調査などの過

程や結果およびそこから

導き出した自らの考えを

的確に表現できる。 

人間生活とかかわりの深

い身の回りの物質につい

て，観察，実験，調査な

どを行い，物質は原子や

分子から成り立ち，それ

らの粒子の結び付きで構

成され，化学構造によっ

て物質の性質が変わるこ

とを理解し，すべての物

質に共通なことであるこ

とを認識できる。 

第
一
節 

材
料
と
そ
の
利
用 

・身の回りにあるプラス

チックについて興味をも

ち，それらの性質，化学

構造，用途について理解

しようとする。 

 

 

 

・身の周りにある金属に

ついて関心を示し，その

種類，化学的性質，また

それらの利用方法につい

て知識を習得しようとす

る。 

 

・プラスチックの化学的

性質の違いや構造様式

の特徴から，用途の違

いを考察できる。 

 

 

・金属の化学的性質の違

いから，用途や利用方

法について判断でき

る。 

 

 

・プラスチック，金属の

化学的性質にもとづい

た利用方法について思

考できる。 

 

・ガスバーナーの基本操

作を理解し，安全に利用

できる。 

 

 

・プラスチックを燃焼さ

せてプラスチックの性質

を調べることができる。 

 

 

・いくつかの金属の性質

の違いを実験的に調べる

方法を身に付けることが

できる。 

 

 

・プラスチックの構成粒

子である原子や，共有結

合について理解できる。 

 

・付加重合，縮合重合の

違いについて説明でき

る。 

 

・熱可塑性樹脂，熱硬化

性樹脂の性質の違いにつ

いて理解できる。 

 

・金属結合や金属の性質

を理解できる。 

 

・鉄，銅，アルミニウム，

合金の性質と違いについ

て理解できる。 

 
 



 

6.1.単元の評価計画 

◎印：評価規準に照らし，「十分満足と判断される」状況（Ａ）か，「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）

か，「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）を把握し，単元の総括の資料とする。 
○印：評価基準に照らし，「おおむね満足できると判断される」状況（Ｂ）であるかどうかだけを把握する。「努力

を要すると判断される」状況（Ｃ）になりそうな生徒に対して，適切な働きかけや指導の手立てを行うことを重視

したもので，単元の総括の資料とはしない。 

時
間 

 
 

学習内容 

 
 

準備等 

 
 

中学校の学習内容 

評価の観点  
 

評価方法等 
ア 
関心 
意欲 
態度 

イ 
思考 
判断 
表現 

ウ 
観察 
技能 

 

エ 
知識 
理解 

１ ・身の回りにあるプラスチ

ック製品の例を挙げる。 
・プラスチックの特徴など

知っていることを挙げる。 

板書計画 プラスチックの性

質 
○1 ○1 ○1 ◎1 ノート 

生徒観察 
机間指導 

２ 
・ 
３ 

・原子の構造を理解する。 
・共有結合と分子の構造を

理解する。 

板書計画 
問題練習プ

リント 

大まかな原子の構

造 
○2 ○2 ○2 ◎2 ノート 

生徒観察 
机間指導 

４ 
・ 
５ 

・プラスチックの構造を化

学的に理解する。 
・プラスチックの燃焼実験

から性質の違いを学ぶ。 
・プラスチックの種類を性

質によって判別できる。 

板書計画 
実験器具 
実験プリン

ト 

 ○3 ◎3 ◎3 ◎3 ノート 
生徒観察 
机間指導 
実験レポート 

６ 
(

本
時) 

 

・身の回りの金属の使用例

を挙げる。 
・金属結合，金属の性質に

ついて理解する。 
・身の回りの金属製品につ

いて金属のどの性質が活

かされているか学ぶ。 

板書計画 金属の性質 ○4 ○4 ○4 ◎4 ノート 
生徒観察 
机間指導 

７ 
・ 
８ 

・具体的な金属を挙げ，そ

の性質の違いを理解する。 
・実験により，各金属の性

質の違いを判断する。 

板書計画 
実験器具 
実験プリン

ト 

 ○5 ◎5 ◎5 ◎5 ノート 
生徒観察 
机間指導 
実験レポート 

※ 中間・期末考査    ◎ ◎ ◎  
 



 

6.2.具体の評価規準 

  ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断・表現 ウ 観察・技能 エ 知識・理解 

学 

習 

活 

動 

に 

お 

け 

る 

具 

体 

の 

評 

価 

規 
準 

○1 
身の回りのプラスチック

製品に興味を持ち，探求

しようとする。 
 
○2 
・プラスチックは粒子で

出来ていることを理解し

ようとする。 
・化学結合・化学構造に

ついて理解しようとす

る。 
 
○3 
・実験に積極的に参加し

ている。 
・プラスチックの種類に

興味を持ち、その性質を

理解しようとする。 
 
○4 
身の回りの金属について

興味を持ち，その性質や

特徴について探求しよう

とする。 
 
 
○5 
・具体的な金属について

その性質の特徴をとらえ

ようとする。 
・実験に積極的に参加し

ている。 

○1 
数々のプラスチック製品

からどんな共通点がある

か判断できる。 
 
○2 
プラスチックを構成して

いる物質の最小単位は原

子であることを理解でき

る。 
 
 
 
◎3 
実験結果を分析し，プラ

スチックの性質を考察で

きる。 
 
 
 
○4 
数々の金属からどんな共

通点があるか判断でき

る。 
 
 
 
◎5 
・性質の違いと用途の関

連性を考察できる。 
 
・実験結果を分析し，各

金属の性質を考察でき

る。 
 

○1 
製品にプラスチックが含

まれるものと含まれない

ものを区別できる。 
 
○2 
分子式から分子の構造式

を書くことができる。 
 
 
 
 
 
◎3 
実験の目的を理解し，的

確に実験を行うことがで

きる。 
 
 
 
○4 
身の回りの金属について

金属のどんな性質が活か

されているか説明でき

る。 
 
 
◎5 
実験の目的を理解し，的

確に実験を行うことがで

きる。 
 

◎1 
プラスチックの特徴につ

いて理解できる。 
 
 
◎2 
・原子の構造を説明でき

る。 
・共有結合と構造式の関

連性を理解できる。 
 
 
 
◎3 
プラスチックの性質，ま

た性質の違いによって種

類が分かれることを理解

できる。 
 
 
◎4 
・金属結合と電子の関連

性を理解できる。 
・金属の性質と活用方法

を理解できる。 
 
 
◎5 
具体的な金属の性質と違

いを理解できる。 



 

7.本 時 案 

題目 金属と人間生活 

本時の目標 
①身近な金属の例を挙げる。 
②金属結合と自由電子の関連性を理解する。 
③金属の性質を理解し，どのような製品に利用されているか考察する。 

準備 板書計画 

段

階 具体目標 学習内容・活動 指導上の留意点 評価 

導 

入 

１
０
分 

・金属について持って

いるイメージを共

有する。 

 

 

・金属の性質について

知っていることを

共有する。 

 

 

 
〔課題の提示〕【口頭質問】 

 
 
 

 
 
・本時の学習活動内容を確認する。 
【教師による提示】 
 
 
 
 

・班で話しあう時間を設け，

なるべく多くの生徒に発言

をしてもらう。 
 
・難しく考えることなく自由

な考えの発言を促す。 
 
〔予想される生徒の回答〕 
 

・教師の発問に対

して応答してい

るか。 
〈関心・意欲・態度〉 
 

 

展 

 

開 

 

３ 

５ 

分 

・金属結合について

理解する。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・金属の性質を金属

結合と結び付けて理

解する。 

・板書をノートに取る。 
 
 
・板書を見ながら金属結合につい

て説明を聞く。 
 
 
 
 
 
 
 
 
・ノートに金属の性質を表にして

まとめる。 
 
 
 
【口頭質問】 
 

・図を用いてイメージしや

すい板書を作る。 
 
・図を使いながら電子の動

きを説明する。また電気を

通すという性質と自由電子

を関連付けて説明する。 
 
※ここで，共有結合との違

いを明確に伝える。 
 
 
 
・金属の性質の特徴は自由

電子の存在によるものであ

ることを強調し，理解を促

す。 
 
 
・発問に対し，個人で考え

る時間を設けた後に，班で

話し合う時間を設ける。 
 

 
 
 
・説明を集中して聴

いているか。 
〈関心・意欲・態度〉 
 
・自由電子の定義

を理解している

か。 
〈知識・理解〉 

 
・共有結合との違

いを理解してい

るか。 
〈思考・判断・表現〉 
 

・教師の発問に対

して応答してい

るか。 
〈関心・意欲・態度〉 
 
・金属の性質がどの

ように製品に活

かされているか

判断できる。 
〈観察・技能〉 
 
 

①知っている金属の名前を挙げ

よう。 
②金属の性質は？ 
 

〔学習活動のテーマ〕 
身の回りにあふれている金属，

その化学構造や性質を知ろう。 

・電気を通す 
・伸びる 
・さびる     など 

③身の回りにある延性・展性を

利用した金属製品の例をそれぞ

れ挙げよう。 



ま
と
め 

５
分 

・授業のまとめ 
 
 
 
 
・授業冒頭で挙げた 
金属のイメージと授 
業で学んだことを関 
連付けることが出来 
る。 

 
・金属結合と自由電子の関連性を

整理する。 
 
・金属の性質は自由電子の存在 
が重要であることを再度確認す 
る。 
 
 
 
・次回授業時の内容を知る。 
 

 
・板書（ノート）を使い、 
金属には自由電子が存在し， 
金属結合や金属の性質に影 
響を与えていることを再度 
掲示する。 
 
 
 
 
 
 
・本時学んだことの復習を促 
す。 
 

 
・本時全体をとお

して金属結合と

性質の関連性に

気付き，理解で

きたか。 
〈思考・判断・表現〉 
〈知識・理解〉 
 

 

・金属結合 
・金属の性質 


